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第２編　財務報告

１　一般会計

　(1) 会員一般会計

　５年度（自５年４月１日　至６年３月31日　以下「本年度」という。）における収支状況は、

事業活動収支差額521,165千円、投資活動収支差額△439,918千円、財務活動収支差額△81,246

千円で、当期収支差額及び次期繰越収支差額はゼロとなった。

　

　(2) 特別会員一般会計

　本年度における収支状況は、事業活動収支差額△1,370千円で、当期収支差額は△1,370千円となっ

た。これに前期繰越収支差額72,066千円を加え、次期繰越収支差額は70,696千円となった。

　

　(3) 特定業務会員一般会計

　本年度における収支状況は、事業活動収入、支出とも同額の40,533千円で、当期収支差額及び次

期繰越収支差額はゼロとなった。

　

２　特別会計

　(1) 会員特別会計の状況

①　金融・証券教育支援事業特別会計

　金融・証券教育支援事業特別会計は、教育・普及・推進事業等に係る収支等の明確化を図るた

めに設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収入、支出とも同額の653,338千円で、

当期収支差額はゼロとなった。これに前期繰越収支差額15,263千円を加え、次期繰越収支差額は

15,263千円となった。

②　システム利用特別会計

　システム利用特別会計は、J-IRISS、反社情報照会システム、大株主データ関係の運営活動に係

る収支等の明確化を図るために設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収支差額

28,667千円、投資活動収支差額△6,064千円、財務活動収支差額△25,281千円で、当期収支差額は

△2,678千円となった。これに前期繰越収支差額△2,698千円を加え、次期繰越収支差額は△5,376

千円となった。

③　会員証券市場活性化基金特別会計

　会員証券市場活性化基金は、金融・資本市場の活性化に資する本協会事業を円滑にするために

設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収支差額△84,050千円、投資活動収支差額

84,050千円で、当期収支差額はゼロとなった。年度末における正味財産合計額は、579,981千円である。
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④　本部事務所運営基金特別会計

　本部事務所運営基金は、29年度期首に証券市場基盤整備基金の残高を拠出して設立した。本年

度における収支状況は、事業活動収支差額26,408千円、投資活動収支差額△26,408千円で、当期

収支差額はゼロとなった。年度末における正味財産合計額は8,924,545千円である。

⑤　株主優待SDGs基金特別会計

　株主優待SDGs基金は、株主優待等を利用して、国連が提唱する国際社会全体の目標であるSDGs

に係る社会的課題に取り組む者を支援し、もって国際社会におけるSDGsの達成に資することを目

的に設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収入、支出とも同額の34,437千円で、

当期収支差額及び次期繰越収支差額はゼロとなった。年度末における正味財産合計額はゼロであ

る。

⑥　地区特別事業特別会計

　地区特別事業特別会計は、本協会の大阪地区及び九州地区において遂行する事業活動に係る収

支等の明確化を図るために設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収支差額及び

当期収支差額で△2,478千円となった。これに前期繰越収支差額7,246千円を加え、次期繰越収支

差額は4,768千円となった。

　(2) 統合特別会計の状況

資格管理事業統合特別会計

　資格管理事業統合特別会計は、外務員登録事業、外務員資格試験・更新研修事業にかかる財

務状況を明確にするために設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収支差額

291,449千円、投資活動収支差額△78,680千円、財務活動収支差額△43,135千円で、当期収支

差額169,633千円となった。これに前期繰越収支差額51,079千円を加え、次期繰越収支差額は

220,713千円となった。

　(3) 基金統合特別会計の状況

①　協会員一般基金統合特別会計

　協会員一般基金は、本協会の財政基盤を強化し、一般事業を円滑にするために設けられている。

本年度における収支状況は、事業活動収支差額98,919千円、投資活動収支差額71,921千円で、当

期収支差額は170,841千円となった。これに前期繰越収支差額461,458千円を加え、次期繰越収支

差額は632,300千円となった。年度末における正味財産合計額は、7,916,371千円である。

②　協会員証券市場公正化基金統合特別会計

　協会員証券市場公正化基金は、金融・資本市場の公正化に資する本協会事業を円滑にするため

に設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収支差額72,592千円、投資活動収支差

額△74,890千円で、当期収支差額△2,297千円となった。これに前期繰越収支差額△5,702千円を

加え、次期繰越収支差額は△8,000千円となった。年度末における正味財産合計額は、3,588,257

千円である。
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特記：

１．公益法人会計基準の導入

　本協会では、財務諸表の利用者である協会員をはじめ、税制優遇を受けている法人であることから

広く納税者の視点に立ち、理解しやすい情報を提供する等の見地から、19年度より公益法人会計基準

を適用している。

２．外部監査の導入

　本協会では、協会運営の財務面の透明性・信頼性を高める見地から、定款に基づく会員監事及び常

任監事による会計・業務監査に加え、11年度より外部の中立的な監査法人に会計監査を委嘱すること

としている。なお、19年度から「監査法人トーマツ」（21年、名称を「有限責任監査法人トーマツ」

に変更）を会計監査人として選任している。
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以 上 の と お り 報 告 い た し ま す。

　　令 和 ６ 年  5 月

日 本 証 券 業 協 会

常任理事・会長 森 田 敏 夫

公益理事・副会長
自主規制会議議長 江 川 雅 子

会員理事・副会長
証券戦略会議議長 永 井 浩 二

会員理事・副会長
総務委員会委員長 日　比　野 隆 司

公 益 理 事 神 田 秀 樹

公 益 理 事
行動規範委員会委員長 髙 木 祥 吉

公 益 理 事
金融・証券教育支援委員会委員長 藤 沢 久 美

会 員 理 事 石 井 登

特 別 会 員 理 事 福 留 朗 裕

常任理事・副会長 岳　　 野　　 万 里 夫

常任理事･専務理事 松 尾 元 信
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